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１ 計画の対象地区（範囲） 

 この計画の範囲は「一般社団法人西創成親和会」とします。 

南３条西５丁目～８丁目、南４条西５～８丁目、南５条西５丁目～８丁目 

南６条西５丁目～８丁目、南７条西５～８丁目、南８条西５丁目～８丁目 

南９条西５丁目～７丁目、南１０条西６・７丁目、南１１条西６・７丁目 

  (なお、南８条８丁目、南１１条西６・７丁目の一部を除く。) 

２ 基本方針 

災害に強い地区づくりを目指す

  災害対策では、地区内での相互の助け合いが大切であり、地区内の住民や事

業者等が、防災に関する情報交換や勉強会等を共に行い、防災活動等について

語り合う中で、相互の理解を深めるとともに、普段から地域の人に繋がりを持

つように心掛け、西創成地区全体の防災力を向上させる。 

  そのため、以下の取組を実践・継続していくこととする。 

 地区全体の防災意識や災害に対する危機感を共有するため、パンフレッ

トやチラシの配布、防災マップの作成等により、防災知識の普及・啓発

を行う。 

 日頃の防災活動を推進するため、単位町内会ごとに準避難所を指定し

て、防災マップに表示するなど、より地域に身近な計画にする。 

 地区全体に本地区防災計画を周知徹底し、日頃から住民等が力を合わせ

て計画に基づいた防災活動を円滑に実践できるよう、組織づくりを行う

とともに、年に１回は計画に基づいた防災訓練等を実践し、計画の問題

点等を見直す。 
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３ 地区の特性 

(１) 地震 

  ■札幌市で震度７の地震が 

発生した場合の想定震度 

   震度５強～６弱 

(２) 水害 

  ■浸水想定 

   浸水深 50ｃｍ未満 

  ■土砂災害危険箇所 

   該当箇所なし 

豊平川が溢れた場合 新川が溢れた場合

５０ｃｍ未満 

1m 以上 2ｍ未満 

震度６弱 

震度５強 

震度６強 

資生館小 

資生館小 

資生館小 

中島中 

中島中 中島中 
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４ 防災活動の内容

(１) 避難所 

  第１町内会～第４町内会は「中島中学校」、第５町内会～第１５町内会

は「資生館小学校」とします。 

避難する時は 

切れた電線に近付かない！ 

市電の電線は特に高圧！ 
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(２) 地震発生後の行動 

  地震が発生した場合の行動を時系列で整理しています。 

  非常持出品は、季節によって、また個人個人で必要なモノが異なるので、

日頃から考えて事前に準備しましょう。 
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（３） 避難所運営 

  西創成親和会では、避難所の運営が円滑に行えるように、札幌市と協力

して、避難所運営マニュアルを作成しました。避難所のルールは以下の通

りです。
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※避難所ルールの詳細は、「資生館小学校避難所運営マニュアル」「中島中

学校避難所運営マニュアル」に整理しています。



- 7 - 

５ 今後の活動 

  この計画の実効性を高めるために、見直しを行い、充実を図ります。 

 ■ リアル避難訓練

   自宅から避難所（資生館小学校または中島中学校）まで、実際に非常

持出品を携行して避難します。避難する道中、食糧を調達できるポイン

トや危険箇所を確認します。 

  → 防災マップ（３ページ）、発災時の行動や非常持出品（４ページ）

の充実を図ります。 

 ■ 避難所開設訓練

   「避難所の開設準備から避難者の受入まで」を行う体験型避難所開設

訓練を行います。 

  → 避難所運営マニュアルの検証、見直しを行います。 
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（参考）計画作成の検討経過 

 平成２９年 ２月 平成２８年度中央

区まちづくり会議第３回地域防災部会 

  三重大学大学院工学研究科准教授 川

口 淳 氏を招き、地区防災計画に関する

基調講演を実施した。 

 平成２９年 ３月 西創成親和会合同

研修会（防災訓練） 

  山口大学大学院創成科学研究科准教

授 村上 ひとみ 氏を招き、講演会を実

施した。 

 平成２９年 ４月１２日 モデル地区決定 

 平成２９年 ５月 第１回ワークショップ（参加者１６名） 

  札幌市危機管理対策室危機管理指導

員から、西創成地区の大雨・地震発生時

の被害予測について講話を実施した後、

地区防災計画の概要説明、ワークショッ

プとして、ＫＪ法を用いて個人または地

域として「平時」「災害時」にそれぞれ

にできること、やりたいことなどを意見
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として抽出し、地域の意識把握を行った。 

 平成２９年 ７月 第２回ワークショップ（参加者１８名） 

  第１回ワークショップの結果をポイ

ントとしてまとめて、まずは簡易型図上

訓練「ＤＩＧ」を実施して、「資生館小

学校」に避難するエリアと「中島中学校」

に避難するエリアの境界線について考

えるとともに、今後の取組について話し

合い、グループ発表した。 

 平成２９年 ８月 第３回ワークショップ 

          第１回資生館小学

校避難所運営検討会

（参加者１３名） 

  札幌市危機管理対策室主催の避難場

所運営研修を兼ねて開催され、中央区避

難所運営体制づくり取組支援事業の概

要説明、学校施設の確認等を行った後、

避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」を実施して、

避難所運営マニュアルに対する意見、課

題等を集約した。 

 平成２９年 ８月 第１回中島中学校避難所運営検討会（参加者１７名） 
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 平成２９年 ９月 第４回ワークショップ 

          第２回資生館小学校避難所運営検討会（参加者２０名） 

  第１回資生館小学校避難所運営検

討会で出された意見について、集約

結果が示され、避難所運営マニュア

ルの内容を確認した。 

  三重大学大学院工学研究科准教授 

川口 淳 氏を招いたワールドカフェ

方式のワークショップを実施し、事

前対策（普段）、発災時の対応（緊

急対応）、事後対策（復旧対策）と

して、やっていること、やるべきこ

と、課題を整理した。 

 平成２９年１０月 第５回ワークショップ（参加者１２名） 

  これまでのワークショップの成果

を西創成親和会地区防災計画(案)と

してまとめ、ページごとに「いい点」

や「改善すべき点」について確認した。 

  また、計画を地域全体に広めるため

の工夫や計画を充実させていくため

に地域として取り組むべきことにつ

いて話し合った。 

 平成２９年１１月 西創成親和会単位町内会長会議 

 平成２９年１２月 第２回中島中学校避難所運営検討会（参加者１５名） 

 平成３０年 ２月 札幌市防災会議 





作成：一般社団法人 西創成親和会 

協力：札幌市危機管理対策室・中央区役所 


